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◎ デボ－ション（お言葉と祈りに生かされましょう）

24 エレミヤ書３７ ローマ １５ ヨハネ ８：１２～２０
25 ３８ １６ 神 Ⅰヨハネ １：５ ～１０
26 ３９ Ⅰコリント１ 出ｴｼﾞﾌﾟﾄ１３:１７～２２
27 ４０ ２ は マタイ ２４：２９～３１
28 ４１ ３ ヨハネ １２：２０～２６
29 ４２ ４ 光 ヤコブ ３：１３～１８
30 ４３ ５ コロサイ １：２４～２９
１ ４４ ６ ヨハネ ７：１０～１８

◎毎日お祈りしましょう！ 今週の記念日
受洗記念日(２８日 山崎 康延兄)
①姫路あけぼの教会の救霊の御業が前進するために！
②客員の方々のご家庭の上に祝福を！
③ホーフリッチ・善兄の霊肉の健康と聖霊の満たしを！
④姫路アガペーチャペル(中庭一也師）の上に祝福を！

◎先週の復活祭礼拝に新しい方も加えられ感謝でした。また
杉崎幸子姉の転入式を廣田牧師司式で行うことが出来幸い
でした。杉崎幸子姉は1967年4月2日に姫路福音教会にて岩
井従男牧師司式にて受洗されました。祝福を祈りましょう。

◎本日予定していました教会総会は準備が整わず、来週に延
期します。議案：1．2021年度活動報告案承認に関する件、
2．2021年度決算報告案承認に関する件 3．その他

◎新型コロナウイルスの感染が終息していません。今週末か
ら大型連休に入ります。感染防止のために続いて注意しま
しょう。マスクの着用、体温測定、手洗いの励行に励み、
礼拝に出席しましょう。発熱の場合は家庭で礼拝を！

◎痛みを覚えておられる小松一代姉、藤野晶子姉、弓岡光子
姉、入所しておられる梅崎洋子姉、郡敏子姉、増田真砂姉
のために続いて祈りましょう。

◎土地購入献金 続いて返済のために祈りましょう。
◎牧会短針 先週、3年ぶりに全国キリスト教障害者団体協
議会(キ障協)の役員会を面談で行いました。埼玉・岡山・神
戸から天候不順の中ご足労下さり、様々な事柄について検討
する機会が与えられ感謝しております。一昨年よりzoomで会
議を行っていましたが、画面で顔を見ながら話し合っていて
も、一方通行になりがちで、消化不良が続いておりました。
今年もキ障協の修養会は出来ませんが、各団体の代表者の方
と共に、７月にzoom総会を行いたいと願っております。お祈
り下さい。今週の牧師の予定 25日 教師会 26日 ホームページ点検

◎先週の報告 礼拝12名、祝会10名、子ども教会1＋5名 聖書の学び中止
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◎今週の御言葉 「信じない者にならないで、信じる者に
なりなさい」（ネヘミヤ記2章１～18節、ヨハネの福音書20章
19～31節） 「病気でもなさそうなのに、なぜ、
そのように沈んだ顔をしているのか。きっと心に悲しみがあ
るに違いない。」(2) 「あなたの指をここに当てて、わた
しの手を見なさい。手を伸ばして、わたしの脇腹に入れなさ
い。信じない者ではなく、信じる者になりなさい。」(27)

◎私たち一人ひとりの悲しみや苦しみの現実を知っていて
くださるお方がおられるのです。一体誰でしょうか？
◎ネヘミヤ記前半の主題は「エルサレムの再建」です。ペ

ルシャ帝国の王宮で献酌官として仕えていたネヘミヤは、ユ
ダからきた者たちから、エルサレムの城壁は荒れ果て、ユダ
ヤ人も悲惨な状態にあることを聞き、大いに嘆き、この状態
を改良し、城壁を再建するために王に帰国を願った。そして
王の許可を得たネヘミヤは早速エルサレムに帰り、城壁再建
に着手する。内からも外からも、様々な困難に直面しながら
も、52日間という驚くべき早さで城壁を完成させたのです。
◎復活された主イエス様が弟子たちにご自身を顕された時

「平安があるように（シャローム）」と３度(19,21,26)挨拶
をしておられます(ルカ10:5）。ここには深い意味があります。
◎「悪者どもには平安がない」(イザヤ48:22）。しかし、

主イエス様は、「私たちのそむきの罪のために刺し通され、
私たちの咎のために砕かれた。彼への懲らしめが私たちに平
安をもたらし」たのです(同53:5)。当時の弟子たちは「恐れ」
の故に、戸を閉めて潜んでいた。その原因には外的要因（ユ
ダヤ人に捕らえられ、訴えられないか）、内的要因（イエス
を裏切ったことへの良心の呵責）があった。しかし、主イエ
ス様はその弟子たちにご自身を顕わし、「平安があるように」
と語りかけ、彼らを受け入れ、罪を赦されたのです。み傷を
示された主イエス様を見て弟子たちは喜びに溢れたのです。
◎ご自分を捨てて逃げた弟子達に「父がわたしを遣わした

ように、わたしもあなたがたを遣わします」と宣教の使命を
与え、息を吹きかけ「聖霊を受けなさい」と言われたのです。
またその場に居合わせなかったため、不信仰な告白をしたト
マスにもご自身を顕されたのです。暗黒に閉ざされていたト
マスに傷跡を示して「信じない者にならないで、信じる者に
なりなさい」との語りかけに対し、彼が「私の神。私の主」
と告白して主を崇めた時、主は「見ずに信じる者は幸いです」
と語られたのです。私達のため十字架と復活の出来事を通し
救いの御業を完成して下さった主イエス様を崇めましょう。




